
令和6年度病院プラン結果概要（医療機関別）　（大阪市二次医療圏）

【西部】

1
独立行政法人地域医療機能推進機構大

阪病院
① 福島区 2 公的 ②急性期病院 565 565 32 533 0 0 0 0 0 0 100% 0% 0% 0% 505 505 27 478 0 0 0 0 0 0 ▲60 ▲60 ▲5 ▲55 0 0 0 0 0

【昨年度協議会で2025年に向けた病床機能について合意済】

・高度急性期（NICU）5床＋急性期55床（急性期一般

１：49床＋小児管理２：6床）計60床を減床予定（2025

年1月）

・減床後、急性期4床→高度急性期（HCU）の変更も検討し

ている。

・なお、許可病床数の削減については、令和６年度の病床機能

再編支援給付金を活用する予定である。

2
公益財団法人日本生命済生会　日本生命

病院
① 西区 2 公的 ②急性期病院 350 350 92 258 0 0 0 0 0 0 100% 0% 0% 0% 350 350 92 258 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ―

3
独立行政法人地域医療機能推進機構大

阪みなと中央病院
①② 港区 2 公的 ②急性期病院 275 229 8 221 0 0 0 0 46 0 100% 0% 0% 0% 275 229 4 225 0 0 0 0 46 0 0 0 ▲ 4 4 0 0 0 0 0

・高度急性期（HCU）４床→急性期（急性期一般２）へ転

換予定
○

4
社会福祉法人恩賜財団大阪府済生会　泉

尾病院
① 大正区 2 公的 ③急性期ケアミックス型病院 440 280 6 274 120 60 60 40 0 0 64% 14% 14% 9% 440 280 6 274 120 60 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ―

5 社会医療法人愛仁会　千船病院 ① 西淀川区 2 公的 ②急性期病院 308 308 45 263 0 0 0 0 0 0 100% 0% 0% 0% 308 308 45 263 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ―

6 医療法人藤田会　フジタ病院 ③ 福島区
3 民間

等
④地域急性期病院 33 0 0 0 33 33 0 0 0 0 0% 100% 0% 0% 33 0 0 0 33 33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

【入院料変更（昨年度未報告）】

・慢性期（療養）32床→介護医療院へ転換している

7 社会医療法人きつこう会　多根総合病院 ー 西区
3 民間

等
【再編統合病院一覧参照】

8
社会医療法人きつこう会　多根記念眼科病

院
ー 西区

3 民間

等
【再編統合病院一覧参照】

9 社会医療法人きつこう会　多根第二病院 ー 港区
3 民間

等
【再編統合病院一覧参照】

10
社会医療法人きつこう会　多根脳神経リハビ

リテーション病院
ー 港区

3 民間

等
【再編統合病院一覧参照】

11 医療法人彰療会　大正病院 ③ 大正区
3 民間

等

⑤後方支援ケアミックス型病

院
145 0 0 0 90 90 0 55 0 0 0% 62% 0% 38% 145 0 0 0 90 90 0 55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

【入院料変更（昨年度未報告）】

・急性期（急性期一般２）53床→回復期（地ケア１）へ転

換している

12
公益財団法人淀川勤労者厚生協会附属

西淀病院
② 西淀川区

3 民間

等
③急性期ケアミックス型病院 218 108 0 108 110 54 56 0 0 0 50% 25% 26% 0% 218 50 4 46 168 108 60 0 0 0 0 ▲ 58 4 ▲ 62 58 54 4 0 0

・急性期（急性期一般１）62床→高度急性期（HCU）４

床＋回復期（地域包括医療：50床＋地ケア２：４床＋回リ

ハ：４床）へ段階的に転換予定

・2024年10月～病棟編成を急性期一般：100床、地ケア：

58床、回リハ：60床へ変更

・2024年11月～病棟編成を急性期一般：50床、地域包括

医療：50床、地ケア：58床、回リハ：60床へ変更

・施設条件を満たせば、HCU：４床へ変更予定（時期未定）

○
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※主な議論対象医療機関：①公立・公的病院、②過剰病床への転換を予定している医療機関、③入院基本料・特定入院

料の変更を昨年度説明せず変更している医療機関、④継続協議医療機関
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注：令和5年度病床機能報告において、「現状の報告病床

数」と「2025年の必要量」 の「実数の差」もしくは、「全体病

床数に占める割合の差」が過剰な病床機能。
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